研究発表会用タイムキーパーの多機能化 by 酒井, 孝則
研究発表会用タイムキーパーの多機能化
第三技術室システム制御技術班 酒井孝則
1 . まえがき
研究発表会では座長の傍らにストップウオッチとベルを携えた時計係(タイムキーパー)を見かけ
る。このタイムキーパーに代わる装置の開発
を昨年から研修課題として手掛けてきた。
今回は、昨年度製作した装置の問題点や改
良点を全て解消した赤外リモコン操作による
多機能なタイムキーパー <S-CLOCK) の製作・
開発を行った。これにより各学科の卒業研究
発表会や修士論文公聴会はもちろん、支部大
会の研究発表会にも利用できるようになった。
ここで自称S-CLOCK とは、.s_ peech でもあり、
またこの装置の時計がスタートするとまず反
時計方向(カウントダウン)に進み、 0 になる
と正方向(カウントアップ)に変わって S 宇状
に動作することから名付けてみた。本文中で
は表題の装置を S-CLOCK と略記する。
2. 多機能化設計の仕様
昨年度製作したタイムキーパーは、設
定時間になると自動的に告知ベルは鳴る
が時計は操作する人の手元にあるため、
講演者には経過時間が判らないという指
摘を受けた。
これを解決するためには、昨年度製作し
た演壇横の大型講演番号表示器に時間も
表示するのが最善の方法であると考え、
次のような多くの機能を備える設計仕様
で開発することとした。
図 1 S-CLOCKの外観図
図 2 回路基板実装図
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昨年度と同様の基本的機能として
1)発表会毎に①予鈴時間，②講演終了鈴時間，③質疑応答終了鈴時間を予め設定できるようにし、
各時間には①で短く l 回，②で短く 2 回，③で長く 1 回ベルを鳴らし告知する。
2) 発表講演開始毎にスタートボタンを押すだけの簡単な操作で機能し進行できること。
3) 電源は乾電池を使用し、回路素子や LED(発光ダイオード)は低消費電力型を使用する。
4) 時計の一時停止機能を備える。
5) 講演番号の設定は常時独立して操作可能にする。
この他に、今回は講演番号と時間表示を一体化することによる追加機能として、
6) 操作は赤外リモコンによる遠隔操作とし、補助的に手動操作も考慮する。
7) 講演は残余時間(カウントダウン)表示とし、質疑応答は経過時間(カウントアッ 70 )表示とする。
8) 1) で述べた各時間毎に LED の発光色を変化させ、なお一層の視覚性を高める。
9) 学科の卒業研究発表会では同一テーマで 2 人が連続して講演する場合があるので、 2 人連続発
表の機能を付加する。
10) 講演時間内に発表が終了した場合はすぐ質疑応答に移るため、質疑応答申に講演終了鈴は鳴ら
ない方がよいことから、ベル停止機能を備える。
11) 支部大会の研究発表会ではセッションあるいは会場識別のための英字記号が講演番号の頭に付
いていることが多いので、とりあえず A---....G の英字を LEDで構成し必要に応じ拡張可能にする。
以上の機能を備えることにより昨年来の問題点・改良点をクリヤーすることになる。
3. 回路構成
図 1 は製作した S-CLOCKの外観図で、図 2 は回路基板の実装図である。回路基板はわハヤト社
のユニバーサル基板 ICB-500Fに全ての部品を実装した。図 3 は全回路のブロック構成図である。
まず、電源スイッチを入れるとパワーオンリセット回路からの CLR信号により講演番号のカウン
タは 0 となる。また時間表示は講演時間設定器のデータを読み込み、カウントダウン動作を開始す
る。
講演番号
表示器
(0"-'199) 
図 3 S-CLOCK のブロック構成図
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時間表示器は時計用 1 C 4 桁アップダウンカウンタのデータ(O~59分59静)を表示し、講演番号表示
器は 1 0 進 2 1/2桁アップダウンカウンタのデータ(O~199) を 7 Segment L E D で常時表示している。
なお、 LED 点灯はダイナミック駆動し低消費電力化を計っている。
使用した論理回路素子は、 CMOS タイプの 74HC シリーズ (1) .ω で電源電圧は 2""6Vで
動作保証されている。このため直流電源は、単 1 乾電池 X4 本を内蔵することとした。
3-1. 時計回路
図 4 は時計部分の回路図で当装置の主要部分であり開発に苦労した部分である。時計用 1 C には
MAXI M (旧 INTERSI L)社の 1 C M 7 2 1 7 B (4-Digi t (LED) Preset table Up/Down Counter) (4) を使用し
た。 l 秒のクロック信号はSEIKO-EPSON社のプログラマブル水晶発振器 SPG8651B 山を 1 0 
kHz に出力設定し、これを 1 0 進カウンタ 74HC390 と 74HC4017で分周して得ている。ここで多段
の分周を行っている理由は、 ICL7217Bのレジスタやカウンタに逐次時間データをロードするタイミ
ング発生回路 (Timing Circuits) のためである。時計データがレジスタデータと一致すると EQUAR
信号が発生し、講演時間終了時である O になると ZERO信号が発生する。各時間設定器には 1 0 進デ
ィジタル SWを用い、 1 0 分と 1 分の 2 桁がそれぞれ設定できる。したがって l 分未満の単位での
時間設定は今回の装置ではできない。タイミング等の詳細は参考資料 (4) を参照して下さい。
3-2. 講演番号と時間表示回路
図 5 は講演番号表示部の回路図であ
る。講演番号は 1 0 進アップダウンカ
ウンタ 74HC192でカウントし、これを
TC5022でダイナミック駆動し LED点
灯を行っている。図からも判るように
1 Segmen t 当たり 4 個の超高輝度赤色
LED で 7Segmen! を構成し、文字高
さは 8 0 rnmである。最大 1 9 9 までの
番号を表示できるが、これ以上の番号
表示にも容易に変更できる。番号の設
定は 1 0 位、 l 位の各桁を任意に増減
できるようにした。当然のことながら
図 4 時計部の回路図
1 目Doωn 1 日Up 1Doωn 1 Up 
図 5 講演番号表示部の回路図
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講演開始時にスタートボタンを押せば講演番号はインクリメントされる。
図 6 は時間表示部の回路図である。時間表示は前出の時計用 1 C からの Segment と Di g i t 信号で
駆動する。表示器には高輝度 2 色 L E D CGreen , Red) を使用した。 1 0 分と 1 分の桁は lSegment
当たり 3 個の LED で 7Segmentを構成し文字高さは 5 5 mm で、 1 0 秒と 1 秒の桁は 1 Segment 当
たり 2 個の LED で構成し文字高さ 4 0 mm で、ある。
時間経過と LED の発光色は、講演開始~予鈴を淡緑色、予鈴~講演終了鈴を燈色、質疑応答時間
を赤色とし、さらに質問時間を超えると赤色点滅するように区分し、より視覚性を高めた。
ノ、
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Digit Segment 
図 6 時間表示部の回路図
3-3. 赤外リモコンの回路
講演番号と時間表示を一体化し演壇横に設置した場合には、会場によっては操作する人との距離
が長くなるために赤外リモコン操作とした。図 7 は赤外リモコンの送受信回路である ω. (7) 。
このリモコンでは、講演開始時のスタート、時間の停止/再開、ベル停止/解除、 2 人連続講演の
設定/解除、講演番号の 1 0 位と 1 位の各桁を設定するためのUp/Down の 8 機能を操作でき
るようにした。ところで講演番号設定の信号だけはボタンを押している間連続して送信できる。
使用した赤外発光ダイオードはSTANLEY1tの DN305 (引で、操作距離を長くするために 2 個並列に接
続し、約 20mを確保できた。
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4. 2 人連続講演の機能
設計仕様 9) で述べた機能を付加した。この機能の操作は、 1 人目が講演開始してから予鈴の聞に
リモコンの 2 人連続講演ボタンを押すとこの機能が設定されぬ l 人目の講演時間が終了し 0 になる
と 2 人目の講演時間が再度セットされる。そして 2 人目の講演時間が終了すると今度は 2 人分質疑
応答時間を設定器から読み込み、 2 倍の質問時間を保持するようになっている。この機能は次の講
演開始で自動的に解除されるが、途中で解除したい場合は講演中に再度ボタンを押すことによって
可能である。当機能の使用頻度は少ないと思われるが、あると便利な機能でもある。
5. ベル停止の機能
設計仕様 1 0 )で述べた機能も装備した。この機能はベル押し係の気配りを考慮したもので、静寂
な講演会場に必要以外のベル騒音を発生させないために、リモコンのベル停止ボタンを押せば直近
の告知ベルは鳴らないようにした。ただし 1 設定は 1 度だけ有効で、例えば講演終了鈴は鳴らない
ように設定しでも次の告知時間である質疑応答時間終了鈴は再度設定しない限りベルは鳴ります。
6. 実用化テストの結果
私の派遣先である情報工学科の卒業研究発表会 (91 テーマ)と修士論文公聴会 (31 テ-?)において、演壇
の黒板右上部に設置し実用化テストをさせてもらった。この時の設定時間は卒研発表会が講演時間
9 分、予鈴時間 2 分前、質疑応答時間 4 分に、修論公聴会では 1 5 分、 3 分前、 5 分にセットした。
発表講演毎に正確にベルが鳴り、講演番号と時間の表示も誤動作なく設計通りの機能を果たした。
また会場参加者や教官からもたいへん好評を得たことを特記しておきたい。ただ、発表講演者にと
ってはかえって時間が気になり時々残り時間を確認する動作が目に付いた。このため会場における
設置場所を考慮する必要があると思われる。
設計仕様では、電源として単一マンガン乾電池 4 本を使用する計画であったが、淡緑色と撞色点
灯時の LEDでの消費電流が多く連続使用 1 2 時間で電池電圧が 4. 5 V に低下した。これが赤外
受光器の感度に影響を及ぼし、リモコン操作距離が極端に短くなってしまった。したがって LED
の明るさと消費電流については再考の余地がある。
7 . むすび
今回開発した S-CLOCKは、操作する人が場所を選ばず赤外リモコンで全機能を遠隔操作で
き、初期設定されていれば講演開始ボタンのみの繰り返し操作で進行でき、告知時間毎に自動的に
ベルが鳴るようになっている。しかも講演番号および時間の表示を一体化したことにより会場参加
者には現在の講演番号を、講演者には時間を発光色と数字で告知することができる。
実用化テストの結果から研究発表会用タイムキーパーとして十分な機能を有し、大いに貢献できる
ものと確信した。ちなみに、製作に要した部品や材料費は約 3 万円であった。今後は信頼性のテス
トを行い各方面へ普及してみたいものである。紙面の都合でハードウェアの説明ができず、全国路
図および部品リストも掲載できなかったが、もし自作してみようと思われるならばご一報下さい。
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